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1.組織の概要

（１）名称及び代表者

・有限会社　田中電機

・代表取締役　田中　義明

（２）所在地

・本社 香川県仲多度郡多度津町大字西白方８４２番地の1

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

・環境管理責任者 田中　義明

・連絡担当者 田中　義明

・TEL 090-3789-6614

（４）事業内容

・電気工事業、給排水設備工事業、空調設備工事業

（５）事業の規模

・売上高(出来高)

・工事等の件数      64件

・従業員   6   人

・延べ面積 事務所　25㎡、資材置場　40㎡

（６）事業年度
・10月～9月

2.認証・登録の対象範囲、レポートの対象期間及び発行日

・登録事業所 　　　　　　　有限会社　田中電機　　本社

・関連事業所 　　　　　　　なし

・事業内容 　　　　　　　電気工事業、給排水設備工事業、空調設備工事業

・取組期間　

・レポート作成日
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2020年  10月～2021年9月

2021年10月20日

    46百万円／2020年度



基本理念

目標に電気工事、給排水設備工事を通じて、地域の人々が安心、安全に暮らせていけるよ

行動指針

２．環境経営方針に則り、従業員の創意工夫のもと、継続的改善を実施します。

３．環境関連法規・条例・規則や当社が約束したことを遵守します。

有限会社田中電機  

 　　   　　 代表取締役　　田中義明

３．環境経営方針

　有限会社田中電機社員一同は“ 日々の暮らしの安心安全創造企業 ”の経営理念実現を

うに努めてまいります。

①電気及びガソリンの使用量を低減し、二酸化炭素排出量削減に取り組みます。

②材料の無駄を省き資源の有効利用を促進します。

１．具体的に次の項目に取り組みます。

③節水に心掛け、使用水量を削減します。

 広く一般に公開します。
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④環境に配慮した製品を提案し、お客様の環境負荷低減に取り組みます。

⑤中小企業家同友会を通じた山づくりに率先して参加します。

　環境経営方針は、全ての従業員及び下請の協力会社様に周知し、環境経営レポートを

制定日: 2017年7月27日

改訂日: 2019年10月21日



４．環境経営目標

【中・長期目標】

単位
基準年

２０１８年実績
2019年 2020年 2021年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 20,010 19,810 19,610 19,410

   ・ 電気使用量の削減 kWh 11,710 11,593 11,476 11,359

 　・ガソリン・軽油使用量の削減 L 5,888 5,829 5,770 5,711

一般廃棄物排出量の削減 kg 22.2 22 21.8 21.5

産業廃棄物排出量削減＊2 kg 1,120 1,064 1,042 1,008

水使用量の削減 　　＊3 m3 318 318 318 318

環境に配慮した商品の提案 件数 12 13 14 15

＊1．電力のCO2 発生量については、

　　　2018年12月27日環境省公表　四国電力の調整後排出係数　0.535（kg－CO2／kWh）を適用。

＊2.3年間で10%の削減を目指す。

＊3.3年間で登録時より34%削減しており限界に近いため現状維持を目指す。

※化学物質の使用はありません。

【2020年度目的・目標】　　　取組期間　2020年10月　～　2021年9月

○全体

目的 単位
基準年

２０１８年実績
目標

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 20,010 19,610

   ・電気使用量の削減 kWh 11,710 11,476

 　・ガソリン・軽油使用量の削減 L 5,888 5,770

一般廃棄物排出量の削減 kg 22.2 21.8

産業廃棄物排出量削減＊2 kg 1,120 1,042

水使用量の削減 　　＊3 m3 318 318

環境に配慮した商品の提案 件数 12 14

○事務所

目的 単位
基準年

２０１８年実績
目標

二酸化炭素の削減＊1 kg-CO2 9,658 9,465

   ・ 電気使用量の削減 kWh 11,710 11,476

 　・ガソリン使用量の削減 L 1,458 1,429

一般廃棄物排出量の削減 kg 22.2 21.8

水使用量の削減 　　＊3 m3 318 318

○建設現場

目的 単位
基準年

２０１８年実績
目標

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 10,352 10,145

    ・ガソリン使用量の削減 kWh 4,183 4,099

 　・軽油使用量の削減 L 247 242

産業廃棄物排出量削減＊2 kg 1,120 1,042

環境に配慮した商品の提案 件数 12 14

4

目的
目　　　標　



○事務所

具体的実施項目 実施責任者

①不要な照明を消す

②適正温度の維持 安田

③グリーンカーテンの実施

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行 田中

③空気圧の点検の実施

①コピー用紙の裏紙利用

②分別の徹底 安田

①節水の意識を常に持つ

②ストップノズルを装着する 安田

○現場

具体的実施項目 実施責任者

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行 田中

③空気圧の点検を実施

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの研修実施 田中

③空気圧の点検を実施

①分別の徹底 田中

①省エネ機器の提案 田中

5

５．環境経営計画

取組期間　2020年　10月　～　2021年9月

目的

二酸化炭素

電気使用量の削減

ガソリン使用量の削減

廃棄物
一般廃棄物排出量の
削減

水使用量 水使用量の削減

組織本来の取組
環境に配慮した商品の
提案

目的

二酸化炭素

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

廃棄物
産業廃棄物排出量の
削減



　

・特定された緊急事態への対応マニュアル作成

工事部

現場責任者

*事務所 　 　代　表　取　締　役　　　　　　　　　　　

田中 義明

環境管理責任者

田中　義明

6．実施体制と役割

総務

*建設現場

下請等の協力会社 従業員

役割・責任・権限

代表取締役
環境管理責任者

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な、人、設備、費用、時間を準備

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・全従業員に対する教育・訓練の実施

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・部門の特定された緊急事態への対応マニュアルの承認

・環境経営レポートを確認し、承認

・環境関連法規等取りまとめ表の承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

全従業員
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

工事部
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・工事に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・工事の問題点の発見、是正、予防処置の実施

総務

・環境管理責任者の補佐

・環境経営目標、環境経営計画書を作成

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営レポートの作成

・環境活動の実績集計

・環境負荷の自己チェック及び、環境への取り組みの自己チェックの実施



○全体
目的 単位 基準 目標 実績

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 20,010 19,610 15,563 20%減 〇

   ・ 電気使用量の削減 kWh 11,710 11,476 9,992 13%減 〇

 　・ガソリン・軽油使用量の削減 L 5,888 5,770 4,380 24%減 〇

一般廃棄物排出量の削減 kg 22.2 21.8 14.5 33%減 〇

産業廃棄物排出量削減＊2 kg 1120 1042 710 32%減 〇

水使用量の削減 　　＊3 m3 318 318 324 2%増 ×

環境に配慮した商品の提案 件数 12 14 5 36% ×

＊1．電力のCO2 発生量については、

　　　2018年12月27日環境省公表　四国電力の調整後排出係数　0.535（kg－CO2／kWh）を適用。

＊2.3年間で10%の削減を目指す。

○事務所
目的 単位 基準 目標 実績

二酸化炭素の削減＊1 kg-CO2 9,658 9,465 8,205 13%減 〇

   ・ 電気使用量の削減 kWh 11,710 11,476 9,992 13%減 〇

 　・ガソリン使用量の削減 L 1,458 1,429 1,233 14%減 〇

一般廃棄物排出量の削減 kg 22.2 21.8 14.5 33%減 〇

水使用量の削減 　　＊3 m3 318 318 324 2%増 ×

○建設現場
目的 単位 基準 目標 実績

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 10,352 10,145 7,358 27%減 〇

    ・ガソリン使用量の削減 L 4,183 4,099 2,933 28%減 〇

 　・軽油使用量の削減 L 247 242 214 12%減 〇

産業廃棄物排出量削減＊2 kg 1,120 1,042 710 32%減 〇

環境に配慮した商品の提案 件数 12 14 5 36% ×

○コメント(事務所と現場を記述)
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グリーンカーテンは朝顔で作ってみた。

評価

評価

評価

二酸化炭素の削減

事務所の照明をLED化し電気使用量の削減ができた。

７．環境経営目標の実績と評価

取組期間　2020年　10月　～　2021年 9月

ガソリン使用量は遠方の現場が減ったので、削減できた。

＊3.3年間で登録時より34%削減しており限界に近いため現状維持を目指す。

環境に配慮した商品の提案

廃棄物排出量の削減

水総使用量の削減

の徹底で削減できた。

再利用できる物は廃棄せず、分別を徹底して削減できた。

半導体問題等で、商品の入荷が遅れ、積極的な提案を控えた事が原因である。

事務所はFAX受信をPCに取り込み、必要分打ち出し、又、コピー用紙裏紙利用

職場環境を整える為トイレを増設し、使用量が多少増えた。



８．環境経営計画の取組結果とその評価

○事務所

具体的実施項目 実施責任者 10-3月 4-9月 評価

①不要な照明を消す

②適正温度の維持 安田

③グリーンカーテンの実施

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行 田中

③空気圧の点検の実施

①コピー用紙の裏紙利用

②分別の徹底

①節水の意識を常に持つ

②ストップノズルを装着する

評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的
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電気使用量の削減

△

〇

〇

安田

安田

目的

ガソリン使用量の
削減

〇 〇

△ △

二酸化炭素

廃棄物

△

水使用量

一般廃棄物排出量の
削減

廃棄物

ホースのストップノズルを装着し、節水の意識も高まり、出す量も少量を心掛けて実施した。

二酸化炭素

電気使用量の3項目は実施できている。特に不要な照明を消すことは習慣づいている。
事務所の照明は全てLED化した。
グリーンカーテンは、朝顔を植えて作った。
ガソリンはアイドリングストップとエコドライブは意識しているが空気圧点検はまだ不十分です。

○:計画通り実施      △:一部出来なかった       ×:出来ていない

コピー用紙の裏紙使用は日常的になっていて、習慣となっている。
FAXはPCに取り込み必要な物のみ打ち出している。
分別は自然にできている。

〇

△ △水使用量 節水

〇



８．環境経営計画の取組結果とその評価

○現場

具体的実施項目 実施責任者 10-3月 4-9月 評価

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行 田中

③空気圧の点検を実施

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの研修実施 田中

③空気圧の点検を実施

評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的
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ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

○:計画通り実施      △:一部出来なかった       ×:出来ていない

△ △

〇 〇

〇

△△

〇

組織本来の
取組

環境に配慮した商品の提
案

産業廃棄物排出量の削減廃棄物 ①分別の徹底

①省エネ機器の提案

田中

田中

△

目的

△

〇

〇

二酸化炭素

アイドリングストップは出発前、到着後の速やかなエンジンストップを周知し行動した。エコドライブと空
気圧点検は意識づけるよう機会ごとに周知しているが、空気圧の点検は徹底されていない。

二酸化炭素

廃棄物
分別はここ各々に意識されているので、結果として習慣化されている。段ボールは同友会の会員の会
社がリサイクル業務を行っているので習慣的に回収に来てもらっている。

組織本来の
取組

提案は実施できた。コロナ禍で空気清浄機や、換気機能付きのエアコンの提案ができたが、製品が納
入に対し時間がかかり思うように取り組めなかった。



９．次年度の環境経営目標

【中・長期目的・目標】

単位
基準年

２０１８年実績
2019年 2020年 2021年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 20,010 19,810 19,610 19,410

   ・ 電気使用量の削減 kWh 11,710 11,593 11,476 11,359

 　・ガソリン・軽油使用量の削減 L 5,888 5,829 5,770 5,711

一般廃棄物排出量の削減 kg 22.2 22 21.8 21.5

産業廃棄物排出量削減＊2 kg 1,120 1,064 1,042 1,008

水使用量の削減 　　＊3 m3 318 318 318 318

環境に配慮した商品の提案 件数 12 13 14 15

＊1．電力のCO2 発生量については、

　　　2018年12月27日環境省公表　四国電力の調整後排出係数　0.535（kg－CO2／kWh）を適用。

＊2.3年間で10%の削減を目指す。

※化学物質の使用はありません。

○全体

目的 単位
基準年

２０１８年実績
目標

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 20,010 19,410

   ・電気使用量の削減 kWh 11,710 11,359

 　・ガソリン・軽油使用量の削減 L 5,888 5,711

一般廃棄物排出量の削減 kg 22.2 21.5

産業廃棄物排出量削減＊2 kg 1,120 1,008

水使用量の削減 　　＊3 m3 318 318

環境に配慮した商品の提案 件数 12 15

○事務所

目的 単位
基準年

２０１８年実績
目標

二酸化炭素の削減＊1 kg-CO2 9,658 9,368

   ・ 電気使用量の削減 kWh 11,710 11,359

 　・ガソリン使用量の削減 L 1,458 1,414

一般廃棄物排出量の削減 kg 22.2 21.5

水使用量の削減 　　＊3 m3 318 318

○建設現場

目的 単位
基準年

２０１８年実績
目標

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 10,352 10,042

    ・ガソリン使用量の削減 kWh 4,183 4,057

 　・軽油使用量の削減 L 247 240

産業廃棄物排出量削減＊2 kg 1,120 1,008

環境に配慮した商品の提案 件数 12 15
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目的
目　　　標　

＊3.3年間で登録時より34%削減しており限界に近いため現状維持を目指す。

【2021年度目的・目標】　　　取組期間　2021年10月　～　2022年9月



９．次年度の環境経営計画

○事務所

具体的実施項目 実施責任者

①不要な照明を消す

②適正温度の維持 安田

③グリーンカーテンの実施

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行 田中

③空気圧の点検の強化

①コピー用紙の裏紙利用

②分別の徹底 安田

①節水の意識を常に持つ

②ストップノズルを装着する 安田

○現場

具体的実施項目 実施責任者

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行 田中

③空気圧の点検の強化

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの研修実施 田中

③空気圧の点検の強化

①分別の徹底

②混合廃棄物を削減する 田中

①省エネ機器の提案 田中
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組織本来の取組
環境に配慮した商品の
提案

廃棄物
一般廃棄物排出量の
削減

水使用量 水使用量の削減

目的

二酸化炭素

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

廃棄物
産業廃棄物排出量の
削減

取組期間　2021年　10月　～　2022年9月

目的

二酸化炭素

電気使用量の削減

ガソリン使用量の削減



環境関連法規は遵守しています。又、利害関係者からの訴訟及び関係行政機関からの

委託契約の締結・5年間保存

建設リサイクル法

適正処分・領収証

フロン排出抑制法

自動車リサイクル法

事業者の責務(第90条、92条、93条、96条、99条)

事業者の責務(第3条)
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指摘も過去3年間ありません。（実施日　2021年10月15日）

適用法令等 適用内容 遵守事項

廃棄物処理法

産業廃棄物の委託処理 委託先の許可確認

運搬・処分業者との委託契約

マニフェストの交付と期間内処理の確認 マニフェスト管理・5年間保存

県知事への年度報告 管理票交付等状況報告書提出

作業敷地境界にて75デシベル以下

使用済み自動車の再資源化 再資源化等預託金の支払い

家電リサイクル法 指定家電の適正な処理

浄化槽法
浄化槽(合併処理浄化槽）設置届出 届出書の提出

浄化槽の維持管理(法定検査・保守点検・清掃)

建築基準法
石綿・クロルピリホス含有建材使用禁止

基準法28条の2記載のシックハウス
対策の記述、基準の遵守

第3条の適切な実施
多度津町廃棄物の処
理及び清掃に関する条
例

事業活動に伴って生じた廃棄物について、自らの責任にお
いて適正に処理する。

香川県生活環境の保
全に関する条例

第90条、92条、93条、96条、99条の
適切な実施

エコ運転の励行。廃棄物の減少に努め資源の有効活用。
電気の使用量削減。消費量が少ない電気機器等の使用及
び効率的な使用。環境マネジメントプログラム展開体制の
組織の設置。アイドリングストップ。

香川県環境基本条例 第5条事業者の責務
事業活動を行うに当たっては、公害の防止その他の環境
への負荷の低減又は自然環境の適正な保全の為に必要
な措置を講じなければならない。

作業所で同意する
その他の要求事項

振動規制法
知事（市町村長）へ7日前までに届け出

届出書の提出、規制基準の遵守

一定規模の解体・建築・土木工事において、分別解体・再
資源化・再生資源の使用の計画を行う(工事着手7日前ま
で届出)

時間外の作業における近隣協定、資材等の搬出入時に近
隣からの要望、発注者からの要望で同意するもの

時間外での作業は事前に連絡、粉
塵の発生防止、アイドリングストップ

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞに関する規制

１０．環境法規制等の順守状況の確認及び評価の結果

グリーン購入法 環境にやさしい事務用品等の購入 対象製品の購入

検査報告書の保管

特定製品の修理・廃棄時の、適正回収・破壊措置義務
フロン回収登録業者への委託発注
者に書面説明

届出書の提出、規制基準の遵守

騒音規制法
知事（市町村長）へ7日前までに届け出

届出書の提出、規制基準の遵守
作業敷地境界にて85デシベル以下



１1.代表者による全体評価と見直・指示

他の項目は達成することが出来た。水の使用量削減は、職場環境を整える為トイレを

増設し、使用量が多少増えた。又、環境に配慮した提案は。新型コロナウイルス感染

防止の影響から商品の入荷が読めず積極的な提案を控えた事が原因である。

　　環境経営計画への取り組みは、意識する事で活動が定着の方向にあるが、現場

にて車輌の空気圧点検が、現場へ出来るだけ早く行こうとする為に時々実施出来な

2021年10月10日

の燃費向上の為タイヤの空気圧点検を強化する。環境経営方針、実施体制は維持し

社員へ環境への意識向上を図るとともに中小企業家同友会環境経営部会の活動も積

極的に取り組む。

環境経営目標は、水の使用量削減と環境に配慮した提案が未達成となったが、

継続して行っていくと、実際数字として現実味があり、やりがいになる。毎年数字が

多く満足している。

次年度の環境経営目標は、中・長期目標の2021年度に取り組む。経営計画は、車両

いこともあった。特に、事務所での取組は自然とできるようになっている。

減少し、これ以上は難しいと思うが、数値化すると目標値を達成できている項目が
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有限会社田中電機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　代表取締役社長　田中義明


